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1年間の記録

この1年間の記録を以下に記します。皆さまのお取り組み、ご協力に改めて感謝申し上げます。

【会員数の推移】

今年度954名でスタートした東日本区でしたが、2015年1月1日付の半年報では入会者44名、退会者30名の差し引き968名となりました。１月1日以降の入会者は19名となっています。

【各種献金】

今年度も各種献金にご協力いただき感謝申しあげます。5月31日現在のBF、TOF、CS、ASF、FF、RBM、YESの合計献金額は5,364,946円（昨年度合計：4,45,659円）でした。
【活動記録】

＜主な行事＞

インド・国際大会：2014年8月7日～10日。東日本区からの参加55名

インド・国際ユースコンボケーション：8月4日～10日。東日本区からの参加ユース6名

ユースボランティア・リーダーズフォーラム：9月19日～21日（東京YMCA山中湖センター）

東京ベイサイドクラブ・チャーターナイト：9月20日（東京YMCA東陽町センター）

モンゴル・ウランバートルクラブ・チャーターナイト：9月21日 

東日本区メネットの集い：11月29日(塩竈市・桂島)
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アジア地域年央会議：2月27日～3月1日（タイ・バンコク） 

東西日本区理事連絡会議：4月18日（大阪・ホテルクライトン） 

オープンフォーラムY：5月23日～24日（代々木・国立オリンピックセンター）

＜東日本区役員会＞

第1回役員会：7月5日（日本YMCA同盟会館） 

第2回役員会：11月8日（日本YMCA同盟会館） 

第3回役員会：4月11日、12日（東京YMCA東陽町センター）

第4回役員会：6月5日（厚木市文化会館）
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＜区主催研修会＞

次期部長、事業主任研修会：11月1日（日本YMCA同盟会館）

次期クラブ会長、部役員研修会：3月7日、8日（東山荘）

＜IBC/DBC締結＞
もりおか/岩国みなみ：12月13日

那須/東京目黒：3月14日

沼津/京都トップス：4月5日

十勝/台北ダウンタウン：4月18日

＜周年行事＞（他クラブにも参加の呼びかけがあったもの）

東京八王子クラブ20周年：10月25日（立川・立川グランドホテル）

那須クラブ20周年：3月14日（那須高原・アジア学院）

甲府クラブ65周年：5月9日（甲府・岡島ローヤル会館）

＜国際表彰＞

エルマー・クロウ賞：青木義美さん（直前富士山部部長）（熱海）

国際ブースター賞（3名以上の入会者の紹介）：大村俊之さん（三島）、望月勉さん（富士五湖）

国際大会チャンピオン賞（国際大会最多参加（32回））：竹内敏朗さん（熱海グローリー）

BF献金国際表彰（トップテン賞）：東京クラブ（3位）、伊東クラブ(6位)

＜募金＞

パレスチナ・ガザ地区緊急支援募金（7月18日～8月31日）

広島市豪雨災害緊急支援募金（8月28日～10月31日）

東山荘100年募金（3月28日～2017年3月31日）

ネパール地震緊急支援募金（4月30日～6月30日）
＜部会＞
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いよいよ厚木・東日本区大会 

多くの方々の登録をいただき、心から感謝申し上げます。5月31日現在の登録者は約430名で、晩餐会会場の収容人数一杯となりました。皆さまには多少窮屈な思いをさせてしまうかも知れません。予めお詫び申し上げます。 以下、念のためのご案内です。
· 大会会場の最寄駅は小田急・小田原線の「本厚木」（ほんあつぎ）駅です。江ノ島線に乗ったり、1駅前の「厚木」駅で降りたりしてしまわないようにご注意ください。

· 本厚木駅から初日大会会場の「厚木市文化会館」までは徒歩の場合15分程度です。タクシーなら初乗り料金です。
· 駅改札口（中央口、東口）には6日、案内係が10時前から12 時半まで立ちます。
· 厚木市文化会館には十分な駐車スペースがありますが、晩餐会、2日目会場のレンブラントホテルの駐車台数は限られていて、近所の有料駐車場に駐車いただくことになるかも知れないことをご了承ください。
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東日本区統一名札ケースをお持ちください。お持ちでない方は会場で購入することもできます。

· 各クラブはクラブバナーをご持参ください。バナーセレモニーの要領は年次代議員会終了時にご説明いたします。部のバナーをお持ちの部はぜひご持参ください。

ホストクラブ、協力クラブ、東日本区理事スタッフ一同、皆さまとお会いできるのを楽しみにしております。

ネパール地震緊急支援募金へのご協力を
先月の東日本区ニュースでお伝えし、各クラブ会長宛にチラシをお送りいたしました「ネパール地震緊急支援募金」の締め切りは6月30日です。
献金は、お近くのYMCAを通じて、または直接日本YMCA同盟にお振込みください。


地域奉仕事業主任から
地域奉仕事業主任　山本剛史郎

【地域奉仕事業の1年】
昨年の7月から東日本区地域奉仕事業主任として務めてきましたが、残るところあと1か月となりました。地域奉仕事業の活性化にご協力くださり、またワイズメンズクラブ東日本区全体の発展にご協力くださり、ありがとうございました。私も今まで関東東部で書記、会計、部事業主査などを務めましたが、東日本区全体の活動についてあまり詳しくはありませんでした。そのため、川越クラブや関東東部内のクラブの活動を部評議会での報告を聞くくらいの知識で、今回、地域奉仕事業主任として他のクラブ例会、部会などに参加させてもらい、いろいろと学ばせてもらいました。もちろん人数もいて力あるクラブが大きな事業や活動を行うことはすばらしいのですが、小さなクラブでも特色ある活動や今後、発展する可能性のある活動を行っていることは大変に喜ばしく思いました。

所沢クラブでは東日本大震災のための街頭募金を継続して、毎月の例会ごとに行っています。また、今年も多くのワイズメンズクラブの主催、YMCAとの協働で、「希望の凧揚げ」が行われました。この東日本区ニュースでも紹介しましたが、被災地におけるYMCA歌の広場、サッカー大会など、多くのクラブが東日本大震災のことを覚え活動を続けていることはすばらしいことだと思います。

今後、この1年間で得た知識と経験を生かしていきたいと思います。私の所属する川越クラブだけでなく、多くのクラブにも伝えていきたいと考えています。忙しく、大変な面もありましたが、地域奉仕事業主任として他のクラブに目を向けて、その活動を知ることは非常に有意義な1年でした。また、この1年を通して多くの方々と出会い、励ましてくださったことを感謝いたします。次期は東京江東クラブの相川達男さんが地域奉仕事業主任を務めてくださりますが、この1年の間に地域奉仕事業に関するいくつかの疑問点や問題点を整理してきました。それらも踏まえて、さらにワイズメンズクラブが発展していくことと期待をしています。

【地域奉仕事業アンケート―その3】

先々月、先月号に掲載できなかったクラブの地域奉仕事業です。この一覧は次年度にも引き継いでいきます。未提出のクラブ、追加、訂正するクラブはこれからも報告を受け付けますので、山本までメール、FAXでご連絡ください。

東京江東：ワイズガーデン（都立木場公園）、グランチャ夏祭り（グランチャ東雲）、東陽町センター夏祭り、チャリティーラン、講師例会/サッカー日本代表トレーナー、江東区民祭り、ジャガイモ／十勝ワイズ、江東YMCA幼稚園バザー、ワイズカップサッカー、クリスマス合同例会／ひがしクラブ、クリスマスオープンハウス

東京北：インターナショナルチャリテイーラン、グランチャ東雲夏祭り、東京YMCA夏まつり、国際協力街頭募金、東陽町クリスマスオープンハウス、東陽町陽春の集い、（社･福）興望館～興望館デー(旧バザー)11月16日に出店

茨城：震災復興バザー、宮古ボランティアセンターへの募金の送金、福島の子供たちを招待、チャリティーラン、チャリティーバザー、チャリティーゴルフ、20周年記念事業、クリスマス例会

東京ベイサイド：東雲CODAN・ハロウィンイベントにてのポップコーン販売、グランチャ東雲の餅つき大会サポート

東京：江戸城ファミリーウオーク

東京コスモス：希望の凧揚げ、歌声ひろば

東京センテニアル：オリーブ平和映画祭、日本と韓国童謡の集い

東京白金高輪：第2回ジャズ・チャリティコンサート（東日本大震災被災地支援）、芝浦アイランド「あいぷらまつり」支援、「親と子のハーモニーコンサート」協力

東京山手：コミュニティ委員会活動、東京YMCA会員クリスマスの準備・参加、山手学舎後援会支援・バザー、姫路グローバルクラブの「カンボジア・ラオス歯ブラシキャンペーン」の支援（700余本の歯ブラシ提供）オール東京YMCAの行事（夏祭り、チャリティーゴルフ、チャリティーラン、芸術祭）への参加・協力、山手センターコミュニティ委員会（福島の原発事故被災者への支援）

東京西：被災地小学生サッカー交流＆北東部ユースリーダーアクト支援、東京YMCA国際ホテル専門学校留学生支援

東京サンライズ：山手YMCAバザー、山手YMCAクリスマス支援、山中湖センターワークキャンプ、山中湖センター周辺地域の子供たちのためのクリスマス支援、山手学舎合同プログラム


EMC事業通信
会員増強事業主任　涌澤　博

【インビテーションキャンペーン・出席率報告ありがとうございました】
おかげさまで、東日本区54クラブからりインビテーションキャンペーンおよび出席率報告をお寄せいただきました。今回インビテーションキャンペーンでは、招待者名と招待したメンバー名を記名していただきましたが、一人のメンバーが多く勧誘するクラブ、多くのメンバーが色々な方を招待するクラブ、招待者は少ないが入会に結び付いているクラブ、多くの学生（ユース）を例会に招いているクラブなど、報告書を見ると各クラブともさまざまな勧誘を行い、会員増強に取組まれている事を感じました。これまでもインビテーションキャンペーンは行われてきましたが、招待者数だけでカウントし数字で表彰対象として来ました。今回の記名報告と備考欄報告により、インビテーションを会員増強だけでなく、ワイズ活動を知って貰うために行っているクラブ、ユース事業とコラボして活動しているクラブ、CS活動に結びつけ例会に招待しているクラブなど様々なクラブの取り組みが分りました。

出席率はデジタルな集計で、率が高ければ表彰対象になります。どれだけのメンバーがクラブ活動に関わっているかが数字になって表れて来ますので、クラブ活性指数と言っても過言ではありません。半年報、ノンドロップクラブの集計をまとめる中で、会員数の多い少ないに関わらず、出席率の高いクラブは退会者が少ないことも感じました。今期最後のまとめをしている中で、このような結果が分り、ただ単に「退会者を減らしましょう」と言う前に、みんなが参加したくなるクラブを作るのが大切ではないかと思いました。

インビテーションキャンペーン、出席率報告書の作成・提出にあたり、各クラブ会長およびまとめて頂いた事業主査、部長の皆様に感謝申し上げます。これらの結果は表彰だけでなく、今後のEMCに役立てながら引き継いで行きたいと考えています。

【今期を振り返って】
事業主任就任前は事務的に人数を把握し、これまで通りしてきた事をすればいいものだと考えていました。しかし任期が始まると同時に、東日本区役員会議案書の作成、半年報の集計、毎月の東日本区ニュースでの新入会員紹介など、スタートからこれまでワイズ活動では経験した事のない多忙を極めました。そんな中、9月にはベイサイドクラブのチャーターナイトが行われ、忙しさから喜びに気持ちが切り替わりました。

エクステンションでは石巻地区新クラブ設立構想が始まり、2014年8月から毎月石巻に通いながら交流を深め、2015年2月設立準備委員会が発足しました。幸いなことに私の家から石巻は車で30分程の所にあり、できる限り多く交流し新クラブ設立への支えになれればと云う思いで毎回参加致しています。これまでにクラブ設立委員を務めたことが無く、事業主任としては不適格かもしれませんが、毎回エクステンションについての勉強をさせて頂いております。

新入会員紹介文書と顔写真依頼では、異動報告が届くと同時にクラブ会長へ依頼をし、これまで面識のないクラブ会長とのコミュニケーションができました。新入会員を顔と名前で覚えられ、後期半年報で会員数をまとめた時は名前と顔が一致させながら集計をしていました。どこのクラブ会長も快く引き受けていただき、写真とアピールを送ってくれたことを喜ばしく思っております。

反省すべきことも多く残っております。初めに掲げたEMC啓発が思うように発案・実行できなかった事、EMC委員会を開催できずそれらの活動に結び付けられなかったことです。今期で事業主任は退任しますが、次期でも次次期でもEMC啓発について発案・実行ができるように今期の経験を生かし、新たな事業主任へ提案できればと考えて降ります。幸いなことに次期池田事業主任から次期のEMC委員への就任を依頼をされました。今は次期池田事業主任に対し何ができるか、またどこまで支え、互いにEMCを盛り上げられるかを考えています。東日本区大会では多くのメンバーにEMC分科会参加を申し込みいただきまして感謝申し上げます。EMC分科会では「EMCの絶えざる課題を議論する」と題し、EMCのこれからを考える（考えてもらう）場にします。

今期１年支えていただきましたすべての方々に感謝申し上げると同時に、これらの経験を行かしてEMC活動に寄与して行く所存です。


国際・交流事業ニュース

国際・交流事業主任　利根川恵子

【国際・交流事業主任を務めて】
「ワイズメンとしての『誇りと喜びを持って』国内外の交流を積極的に進めよう！」をモットーに、1年間、国際・交流事業主任を務めさせていただきました。国際・交流事業としては、BF、EF、TOF、IBC・DBC、UGP（RBM）、YESがあり、IBC・DBC以外は全て献金を通じての奉仕が主となっています。
そこで、今年度は、各事業の趣旨や現況、献金の使途、成果などを説明し、献金によって居ながらにして国際協力ができることの意義を理解していただくように努めてまいりました。部会、周年行事、DBC締結式など様々な機会に参加して、できる限りお話をさせていただきました。その結果、献金額は昨年度よりも増加し、特に田中理事の方針である「選択と集中」に添って選んだRBMとYESにはみなさまの多大なご協力をいただき、心から感謝申し上げます。また、主任の方針を理解し、各部でお骨折りをいただきました事業主査の方々にも深甚の感謝を表します。
しかしながら、1年を振り返りますと、前半にダッシュしたものの、後半にやや失速した感があり、各事業の意義のアピールが足らなかったことを反省しております。この点は、次期事業主任に引き継ぎ、組織的、系統的なアプローチの工夫をしていただくよう期待したいと思います。
また、IBC・DBC交流事業においては、新しいIBC、DBCが生まれる一方で、締結はしたものの休眠中の関係やどちらも無いクラブも多々あることなどから、国際ネットワークの強化や交流の素晴らしさ・意義の理解促進が望まれます。
終わりに、国際・交流事業主任を務めて、数え切れないほど多くの出会いと計り知れないほど深い学びの機会に恵まれました。事業主任としてワイズダムに貢献するよりも、私個人がワイズとして、人として得たものの方がはるかに大きかったと思います。この経験を次のステップに生かせるよう精進し、ご恩返しに代えさせていただきます。


ユース事業通信
ユース事業主任　衣笠輝夫
【オープンフォーラムYを開催しました】

第4期オープンフォーラムYを開催し、無事終了いたしました。

日程：2015年5月23日（土）～24日（日）（1泊2日）

会場：代々木・国立オリンピック記念青少年総合センター
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基調講演：山本和さん（ICU常務理事・日本ユニセフ協会理事・東神大常務理事・東京YMCA評議員・東京ワイズメンズクラブ会員）

実践者としての講演：木村聖さん（茨城YMCAリーダー・JICAケニア勤務を経て現在JICA本部農村開発部、副調査役）

参加者：ユース:11名（内プレゼンター3名）、ワイズメン：8名、オブザーバー：1名

基調講演、実践者としての講演、ユース3名のプレゼンテーションから、グループディスカッションを重ね、2日目には、参加者ひとりひとりの顔が活き活きとして見え、アットホームで素敵なフォーラムとなりました。フォーラムの様子はｆacebookページ「ワイズメンズクラブ東日本区ユース事業委員会」にも掲載していますので、ご参照ください。皆様のご支援を感謝申し上げます。

【今期のユース事業】

以下のユース事業が、皆様のご理解・ご支援のもと無事終了しましたことをご報告いたします。

· 国際ユースコンボケーション
開催日：2014年8月4日（日）～10日（日）

開催地：インド・チェンナイ

東日本区派遣ユース：6名

· 第27回ユースボランティア・リーダーズフォーラム

開催日：2014年9月19日（金）～21日（日）2泊3日

開催地：東京YMCA山中湖センター

参加者：リーダー28名、カウンセラー5名、YMCAスタッフ4名、ワイズメン20名

· 第４期オープンフォーラムY
上記参照
【東日本区大会ユースアワーとユース事業分科会】
6月6日10:30～11:45に行われますユースアワーでは、アジア地域ユースコンボケーション参加者へのオリエンテーションも予定されています。17:00～18:00に行われます「ユース事業分科会」は「大激論！ユース事業の今後を問う」のテーマでパネルディスカッションが予定されています。ぜひご参加ください。

今期は、ユースクラブ、Y3と充分な時間をかけて交流することができませんでした。次期は、様々なチャンネルを活用して、これらの活動がより活性化することをサポートしていくことを願っています。



LTニュース
LT委員長　伊藤幾夫

今年度も最終月となりました。LT委員会では、今期の行事の振り返りを行い、次期への計画が始まりました。

今期限りで辞任される方は増田隆さん(冨士)、御園生好子さん(サンライズ)、佐藤節子さん(厚木)の3名です。新たに3名を補充し、次の6名で次期の研修会等を担っていくことになります。よろしくお願いいたします。

伊藤幾夫(長：東京コスモス)、小山久恵(東京サンラライズ)、北村文雄(厚木)、長津徹(東京サンライズ)、

山口直樹(東京武蔵野多摩)、大川貴久(熱海)



メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子

なかなか決まらなかった次期メネット委員長ですが、年度末間際になって次々期理事の利根川恵子さんが、メネットに対する篤い思いと持ち前の決断力でお引き受けいただき、何とかメネットのバトンを次へと渡すことができました。ここに深く感謝いたしますとともに、次の1年を、メネットのあり方をしっかりと考え、利根川さんの思いに応える1年としなければならないと、直前メネット委員長としても改めて心を引き締めております。この１年の皆様のお支えとご協力に、心から感謝と御礼を申し上げます。
· 第18回東日本区大会にてメネットアワーを開催します。今年度の事業報告とメネット委員長の引き継ぎ、そして昼食を共にし、その後、お楽しみ講演会として、厚木在住の中村碩子さんによる「あつぎの女性-その歴史と背景-」と題してお話をお聴きし、今期最後のメネットの集まりといたします。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

· 第3回メネット委員会を6月6日、東日本区大会メネットアワーの前に開催します。

· 6/20、仙台において実施予定の「絵本を贈る運動」の絵本発送作業について、経費が不足することに対して、ID支援金とメネット会より補填をさせていただくことへの報告および承認

· 今期メネット委員会の会計報告（金原道子会計より）

· メネットアワーの最終確認と役割について

· 活躍するメネット
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毎年仙台YMCAに使用済み切手を送っていただいている「仙台中部郵便局長夫人の会」ですが、5/16の春の研修会において、BF基金として歴史のある使用済み切手の使い道についてのお話をして欲しいということで、仙台青葉城クラブの金原道子さんが『無から有への小さなボランティア』と題して講演いたしました。

メネット会そのものが少なくなってきている現状ですが、メネットナイトや合同メネット会を開くところもあり、このようにまだまだメネットの力は健在で、今期最後にメネットの活躍のお話ができましたことを嬉しく思います。



東日本大震災支援対策本部から

東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
各クラブで継続して被災者支援、復興支援に取り組まれていることに敬意を表します。各クラブ等から寄せられました最近の支援活動をご紹介いたします。 

【石巻・歌の広場「長寿の郷　広渕」訪問報告】
越智京子（東京たんぽぽ）
[image: image13.jpg]


東京たんぽぽYサービスクラブのCS事業の一貫で、3月30日（月）に「わくわくサロン」参加者の2名も同行して頂き、東日本大震災から4年過ぎた被災地へ「歌の出前」で訪れました。これで10回目となりました。あゆかわの仮設住宅から新築されたグループホーム「長寿の郷　広渕」には4回目の訪問です。ホームに伺う前にYMCA石巻支援センター駐在の伊藤剛士さんと共に個人集合店の市場に行き、ワカメや蟹などを買いそこで昼食をするために立ち寄りました。新しい場所で店舗を構えるために市場を離れた店もあったりして、ほんの一部ですが少しずつでも復興の兆しが見えてきたように感じました。市場を出て暫く石巻周辺、あゆかわ地域の復興状況を見て廻った後にホームに到着です。ホームでは私たちが着くのをまっていて下さり、何時もながら再会を笑顔で迎えて頂きました。前回に伺った時には、ご一緒に楽しんで歌い語り合った入居者の方が一人、二人と天に召された事を知ると、伺うたびに寂しく悲しくなります。

午後1時から歌の始まりです。童謡・唱歌に続いて、昔懐かしい歌謡曲や民謡までをリクエストに答えて歌います。皆さん達にも笑いあり、手拍子ありの歌声が部屋中に響き渡り私たちも楽しませて頂き嬉しくなります。一時間余り歌い続けた後にティータイムです。休憩中のひとときも会話が弾みます。その後、残りの1時間余りは皆さんにマイクを向けて歌ってもらいますが、スクリーンの中の歌詞を見ながらリズムが速くなったり遅くなったり夫々が、自由に楽しんで歌われる姿を見て私たちも笑いの渦に巻き込まれホッとした気分になります。歌を通して2時間余りを入居者とスタッフの方々とご一緒出来ることは喜びです。今回も皆さんから〝また、すぐ来てね〝のお声を聞き別れ時には外まで出てお見送りをして下さる姿を見て、次回に伺うまで皆さんがお元気に過ごされるようにと祈る気持ちでいっぱいになり、再会を約束してホームを後にしました。

私たちが行っている「歌の出前」は本当にささやかな行動でしかありませんが、毎回、私たちの訪問を待っていて下さるお気持ちを大切に思い〝また、すぐ来てね〝に答えて交わりを続けていきたいと思っています。

【ワイズさくらんぼのご案内】
加藤重雄（東日本大震災支援仙台3クラブ実行委員会）

今年も、昨年ご好評をいただいた「ワイズさくらんぼ」の季節がやってきました！
販売金額の10％が、東日本大震災支援仙台3クラブ実行委員会に還元され、支援活動に用いられます。昨年は62,600円の還元額を得ることができました。
ぜひご協力いただきますよう、お願い申し上げます。
締め切りは6月10日です。ご希望の方は5月12日に発信いたしましたワイズドットコムNo.3297をご覧いただくか、仙台青葉城クラブ加藤重雄までご連絡ください。


甲府クラブ65周年記念例会開催（寄稿）

甲府クラブ会長　荒川洋一 
5月9日（土）、岡島ローヤル会館にて甲府クラブ創立65周年記念例会が行われました。奇しくも当日はあずさ部評議会が甲府で開催されることに合わせて、午後4時からのスタートとなりました。出席者総数120名余りで田中東日本区理事、藤井元国際会長、DBCの和歌山クラブ神谷さん、あずさ部部長望月さんらからお祝辞を頂き、会員一同、創立70周年を目指して決意を新たに致しました。




6月、7月の予定

6月5日（金）
第4回東日本区役員会（厚木）

6月6日（土）
年次代議員会（厚木）

6月6日（土）、7日（日）
第18回東日本区大会（厚木）
6月13日（土）、14日(日)
第18回西日本区大会（大阪）
6月20日（土）、21日（日）
第4回日本YMCA同盟協議会
7月10日（金）
前期半年報締め切り（クラブ会長→部長） 
7月11日（土）
2015-2016年度第1回東日本区役員会



京都・アジア地域大会にご参加を！
厚木・東日本区大会の後は、京都・アジア地域大会です。

5月31日（日）現在、登録者は768名で、内、西日本区が502名、海外が139名、東日本区は127名となっています。東日本区からは200名の参加が期待されています。皆さまの積極的なご参加をお願いいたします。

登録の締め切りは6月30日（火）です。

大会登録は以下のウェブサイトからお願いいたします。また、最新のクラブ別登録者数、登録者名簿も見ることができます。

 http://aac2015.jp/jp/

どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
新入会員の皆さんのプロフィール、一言をご紹介いたします。
星野太郎さん(東京むかで)

東京むかでクラブの担当主事として新入会いたしました星野太郎です。現在東京YMCAの財務部・会員部を担当しています。直前までは山中・野尻・妙高の野外教育施設を担当していました。カナダのYMCAキャンプも含め、YMCA野外教育の場で働く機会がこれまで多くありました。キャンプに参加する子どもたちや保護者、そしてたくさんのボランティアたち。この層がもっともっとワイズやYMCAにつながるような働きができないかと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。（4月1日入会）

村上達也さん(熱海)

熱海クラブに4月27日 新しく入会した村上 達也 ワイズです。1972年生まれの実直でアクティブな村上君です。紹介者は緒方哲郎ワイズです。みなさんどうぞよろしくお願いします。

（４月27日入会）
亀井大輔さん（東京）

色々な方と交わりながら何か活動をしていきたいと思い、入会させて頂きました。私は今年で41歳になりますが、ソフトウェア開発ばかりを20年やってきておりまして、最近では、スマートフォンのアプリケーションの開発等をやっております。イメージが湧きにくいかと思うのですが、職人のような仕事をイメージして頂ければと思います。Y's や YMCA とは縁が深く、小学生の頃に水泳やキャンプ、ボランティア活動等でお世話になりました。父もメンバーで、京都の方で活動しております。よろしくお願いいたします。（5月12日入会）

新倉健司さん(東京グリーン)

グリーンクラブCS事業「神田川船の会」で長年、中心的に船の手配と運航をお願いしている船宿の社長さんです。元々は漁師を本業とされていましたが時代の流れで現在は遊覧船、特に屋形船でご活躍されています。仕事柄、川や湾の汚染対策に関心をお持ちで、ボランティアで地元の子供たちを海苔養殖、生簀に招待して自然を学習させたりしておられました。今回グリーンクラブに入会され、我々の活動を現場から力強いアドバイスをして頂けると期待しております（浅見隆夫・東京グリーン）。（5月20日入会）

東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








多くの方のお支え、励ましをいただき、誇りと喜びをもって1年間、東日本区理事の務めを果たすことができたことに感謝申し上げます。


今期、私自身が心がけることとして、「選択と集中」、「伝統と革新」そして「PDCA」を掲げ、東日本区の皆さまにもお奨めして参りました。このことが各クラブ、各部の活性化の一助になったとしたら幸いです。


東日本区としては、この1年間で、計画どおりできたこともありますが、一方で不十分だった取り組みもあります。できなかったことはその原因を究め、さらに取り組みが望まれることは、次期にバトンを渡すとともに、トロイカの一員として最大限サポートして参りたいと思います。


東京ベイサイドクラブのチャーターナイトで国際協会加盟認証状をお渡しすることができたこと、多くのクラブの入会式に立ち会うことができたことは理事として大きな喜びでありました。しかし、年度末で2つのクラブが解散となり、また、各クラブでの退会予定者も報告されています。理事として、東日本区としてもっとサポートできなかったか残念でなりません。解散、退会には必ず原因と予兆があります。各部での、各クラブでの会員維持、そして新入会、新クラブ設立へのお取り組みを強めていただくように切にお願いいたします。


今月は「評価」の強調月間です。この1年間の皆さんのお取り組みを振り返っていただき、次期に引き継がれ、豊かな実りに繋がることをお祈りいたします。 　　　　　　　　　　(理事：田中博之) 
































第3回東日本区役員会





次期クラブ会長・部役員研修会
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